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は じ め に

平成１２年４月の介護保険制度の施行により介護保険施設等では身体拘束が

原則として禁止され、介護の現場においては身体拘束のないケアの実現をめざ

して様々な取り組みが行われてきました。現在、国においては平成１７年度の

通常国会で介護保険制度改革法案が上程され、審議が行われていますが、制度

の基本理念である「高齢者の尊厳を支えるケア」を実現するためには、身体拘

束廃止に向けた取り組みが今後ますます重要になってきます。

沖縄県においても、身体拘束ゼロ作戦推進会議を設置し事業の検討を行うと

ともに、身体拘束廃止に向けた相談窓口の設置や相談員養成研修の実施などを

、 。 、とおして 介護保険施設等の取り組みを支援してきました 平成１５年度には

身体拘束廃止の重要性を広く県民に周知するとともに、この間の取り組みを集

約し新たな第１歩を築くものとして「沖縄県身体拘束ゼロシンポジウム」を開

催し 「身体拘束ゼロおきなわ宣言」が採択されました。今回作成しましたこ、

の身体拘束廃止事例集も、支援の一環として、各施設から提供頂いた身体拘束

廃止の具体的な取組事例・工夫等を取りまとめたものです。介護の現場で日々

身体拘束廃止に向けて御苦労されているスタッフの皆様が参考にして頂ければ

幸いです。

「わが国の高齢化の進展は、人類社会が初めて経験する未知の領域である 」。

２０１５年には、このような超高齢社会を迎えます 「精神的な自立を維持し、。

高齢者自身が尊厳を保つ介護 、まさに を実現していくため」 尊厳を支えるケア

に、介護事業者、家族や県民、行政が手を携えて取り組み、身体拘束の廃止を

めざしていきたいと考えています。

最後に、この事例集を作成するにあたり、多大な御協力を頂きました社団法

人沖縄県看護協会、医療法人アガペ会北中城若松病院をはじめ、沖縄県身体拘

束ゼロ作戦推進会議委員の皆様、身体拘束事例集等作成委員の皆様、並びに具

体的事例の提供、検証を行って頂いた各施設の身体拘束廃止検討委員会の皆様

には、あらためて厚く御礼申し上げます。

平成１７年３月

沖縄県福祉保健部長

稲 福 恭 雄
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身体拘束ゼロおきなわ宣言

私たちは、身体拘束が高齢者の行動

の自由を奪い、心と体を深く傷つける

こ と を 宣 言 し ま す 。

ことを認識し、全ての高齢者の人間

としての尊厳が守られ、生活の質が高

められるようなケアを実現するため、

身体拘束ゼロに向けて全力で取り組む
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【用語の説明】

１．文中「患者 「療養者 「本人」は「利用者」と同義語とする。」、 」、

２．文中「痴呆」は「認知症」と同義語とする。


